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中
国
研
究
集
刊 

闕
号
（
総
五
十
八
号
）
平
成
二
十
六
年
六
月　

一
五
︱
三
二
頁

『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
そ
の
成
立
過
程

竹
田
健
二

は
じ
め
に

　

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
に
は
、
新
田
文
庫
の
資

料
の
一
つ
と
し
て
『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
題
さ
れ
た
資
料
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
池
田
光
子
氏
の
「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」
に

は
、
こ
の
資
料
が
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
に
第
一
次
新
田
文

庫
資
料
と
し
て
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
際
附
さ
れ
た
番
号
（
通

称
Ｅ
番
号
）
は
「
Ｅ
１
２
８
／
記
録
７
」
で
あ
る
こ
と
、
内
題
は

『
懐
徳
堂
纂
録
』、図
書
館
受
入
番
号
は
「
７
９
Ｃ
Ｌ
０
０
５
３
４
」、

一
帙
一
冊
の
抄
本
で
、
外
形
寸
法
は
縦
二
七
・
二
㎝
、
横
一
九
・

五
㎝
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
や
著

者
、
成
立
の
事
情
な
ど
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い（
注
1
）
。

　
『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
は
、
一
体
如
何
な
る
資
料
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
信
多
純
一
氏
は
「
懐
徳
堂
と
明
治
の
波
︱
最
後
の
儒
生　

中

井
黄
裳
」（
一
九
八
五
年
一
月
一
六
日
付
朝
日
新
聞
（
大
阪
）
夕

刊
掲
載
）
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
大
阪
大
学
で
は
以
前
、
中
井
家
の
養
女
で
あ
っ
た
新

田
和
子
氏
か
ら
、
中
井
家
資
料
の
一
部
の
寄
贈
を
受
け
て
い

た
。
新
田
文
庫
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
資
料
を
、
関
係
者
ら

が
整
理
中
に
、『
懐
徳
堂
水
哉
（
す
い
さ
い
）
館
遺
事
』『
懐

徳
堂
纂
（
さ
ん
）
録
』
と
題
さ
れ
た
資
料
集
を
見
つ
け
た
。

前
者
に
は
、「『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
を
纂
述
に
当
た
り
そ
の
材

料
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
家
に
遺
る
諸
記
録
と
並
河
寒
泉
翁

（
懐
徳
堂
教
授
）
の
直
話
を
集
め
、
西
村
君
に
供
す
る
」
と

い
う
一
文
が
あ
り
、
こ
う
し
て
『
懐
徳
堂
考
』
の
原
材
料

が
、
そ
の
復
刊
と
時
を
同
じ
う
し
て
判
明
し
た
の
で
あ
っ
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た
。
こ
れ
ら
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、
こ
の
資
料
に
よ
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
付
け
加
え
る
点
や
改
め
る
べ
き
点
も
多
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

　

信
多
氏
は
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
、
西
村
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』

下
巻
を
執
筆
す
る
際
の
資
料
と
し
た
、『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺

事
』
と
同
様
の
「『
懐
徳
堂
考
』
の
原
材
料
」
の
一
つ
と
見
な
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
注
2
）
。

　
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
の
冒
頭
に
は
、「
明
治
庚
戌
」、

つ
ま
り
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
記
さ
れ
た
中
井
木
菟
麻
呂

の
自
序
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
「
頃
者
西
村
君
天
囚
ガ
懐
徳
堂
考

下
編
ヲ
纂
述
セ
ラ
ル
ル
ニ
當
リ
テ
、
其
材
料
ヲ
求
メ
ラ
レ
タ
レ

バ
、
僅
ニ
家
ニ
存
ス
ル
所
ノ
記
録
ト
並
河
翁
ノ
直
話
ト
ヲ
収
輯
シ

テ
、
一
助
ニ
供
ス
ト
云
フ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
木
菟

麻
呂
が
天
囚
の
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
材
料
を
提
供
す
る
た
め
に

『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
を
執
筆
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
（
注
3
）
。
そ
れ
で
は
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
も
「『
懐
徳
堂
考
』
の
原

材
料
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

小
論
で
は
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
が
如
何
な
る
資
料
で
あ
る
の
か

を
解
明
す
べ
く
、
そ
の
成
立
過
程
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
。

一　

新
田
文
庫
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
概
要

　

本
章
で
は
、
新
田
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
懐
徳
堂
纂
録
』

の
内
容
を
確
認
し
、
ま
た
巻
末
の
識
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

新
田
文
庫
本
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
基
本
的
な
書
誌
情
報
は
、
池

田
光
子
氏
の
「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」
の
通
り
で
あ
り
、

書
式
と
し
て
は
、
無
郭
無
界
の
紙
を
使
用
、
本
文
は
全
三
七
葉
、

毎
葉
一
〇
行
二
〇
字
で
あ
る
。

　
『
懐
徳
堂
纂
録
』
は
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
漢
文
で
記
さ
れ
た
資

料
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
下
記
の
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

・
先
君
子
貽
範
先
生
行
状

・
貽
範
先
生
略
伝

・
履
軒
先
生
行
状

・
懐
徳
堂
先
哲
墓
誌
銘

　
　

蘭
洲
五
井
先
生
墓
表

　
　
　
　

附
記　

持
軒
五
井
先
生
墓
表

　
　

甃
庵
中
井
先
生
墓
表

　
　

貽
範
家
君
壙
誌

　
　

文
恵
家
君
壙
誌

　
　

文
清
家
君
壙
誌

（ 16 ）



　
　

文
明
家
君
壙
誌

　
　

文
正
家
君
壙
誌

　
　

恭
粛
並
河
先
生
壙
誌

　
　

温
良
家
君
壙
誌

・
懐
徳
堂
記

・
懐
徳
書
院
掲
示

・
大
阪
府
学
五
舎
銘　

并
序

　
「
先
君
子
貽
範
先
生
行
状
」
は
懐
徳
堂
二
代
目
学
主
・
中
井
甃

庵
の
行
状
を
、「
貽
範
先
生
略
伝
」
は
甃
庵
の
略
伝
を
、
ま
た

「
履
軒
先
生
行
状
」
は
中
井
履
軒
の
行
状
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
資

料
で
あ
る
。「
懐
徳
堂
先
哲
墓
誌
銘
」
は
、
懐
徳
堂
で
教
鞭
を

執
っ
た
五
井
蘭
洲
（
附
記
と
し
て
そ
の
父
・
五
井
時
軒
の
も
の
を

含
む
）・
中
井
甃
庵
・
中
井
竹
山
（
謚
は
「
文
恵
」）・
中
井
履
軒

（
謚
は
「
文
清
」）・
中
井
蕉
園
（
謚
は
「
文
明
」）・
中
井
碩
果

（
謚
は
「
文
正
」）・
並
河
寒
泉
（
謚
は
「
恭
粛
」）・
中
井
桐
園

（
謚
は
「
温
良
」）
の
墓
誌
銘
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。「
懐
徳
堂

記
」
は
、
寛
政
年
間
に
火
災
で
焼
失
し
た
懐
徳
堂
の
再
建
に
際
し

て
中
井
竹
山
が
撰
し
た
も
の
で
、
懐
徳
堂
の
由
来
や
理
想
と
す
る

学
生
の
あ
り
方
が
説
か
れ
て
い
る
。「
懐
徳
書
院
掲
示
」
は
明
和

元
年
（
一
七
六
四
）
に
中
井
竹
山
が
撰
し
た
も
の
で
、
懐
徳
堂
再

建
の
経
緯
や
、
懐
徳
堂
の
学
生
の
心
得
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
「
大
阪
府
学
五
舎
銘　

并
序
」
は
、
懐
徳
堂
再
建
時
に
寄
宿
舎

（「
五
舎
」）
が
増
設
さ
れ
た
際
、
竹
山
の
命
に
よ
り
碩
果
が
撰
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
資
料
を
収
録
す
る
『
懐
徳
堂
纂
録
』
は
、
懐
徳
堂
で
教

鞭
を
執
っ
た
学
主
・
教
授
・
助
教
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の

か
、
ま
た
懐
徳
堂
の
学
生
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
学
問
に
取
り
組

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
か
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
、
懐
徳

堂
に
関
す
る
資
料
集
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
新
田
文
庫
所
蔵
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』
は
ど
の

よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』

の
巻
末
に
は
朱
筆
で
記
さ
れ
た
識
語
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
『
懐
徳

堂
纂
録
』
が
成
立
し
た
経
緯
の
概
略
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
識
語
に
は
「
明
治
戊
申
之
冬
、
探
簏
収
輯
、
嘱
山

家
君
頼
行
写
之
、
明
年
一
月
校
讐
。
天
生
識
。」（
明
治
戊
申
の

冬
、
簏
を
探
り
て
収
輯
し
、
山
家
君
頼
行
に
之
を
写
す
こ
と
を
嘱

し
、
明
年
一
月
校
讐
す
。
天
生
識
す
。）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
は
「
天
生
」、
す
な
わ
ち
中
井
木
菟
麻
呂
が

編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
木
菟
麻
呂
は
「
明
治
戊
申
」、
つ
ま
り

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
、
自
身
の
所
蔵
す
る
資
料
の
中
か

ら
「
先
君
子
貽
範
先
生
行
状
」
を
は
じ
め
と
す
る
資
料
を
選
び
、

そ
の
書
写
を
山
家
頼
行
に
依
頼
し
た
。
そ
し
て
明
治
四
二
年
（
一

九
〇
九
）
一
月
、
木
菟
麻
呂
は
山
家
の
書
写
し
た
も
の
に
校
正
を

（ 17 ）



加
え
て
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
成
立
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
4
）
。

周
知
の
通
り
、
木
菟
麻
呂
は
懐
徳
堂
学
主
を
歴
代
勤
め
た
中
井
家

の
子
孫
で
あ
り
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
多
数
所
蔵
し

て
い
た
（
注
5
）
。

　

識
語
に
は
、
山
家
の
書
写
し
た
も
の
に
木
菟
麻
呂
が
校
正
を
加

え
た
と
あ
る
が
、
新
田
文
庫
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』
に
は
、
修
正
の

指
示
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
の
類
い
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
中
の
各
資
料
の
本
文
は
す
べ
て
墨
筆
で

記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
本
文
に
対
し
て
、
朱
筆
及
び
墨
筆

に
よ
っ
て
字
句
の
修
正
・
削
除
・
挿
入
等
を
指
示
す
る
と
見
ら
れ

る
書
き
込
み
が
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
紙
面
の
一
部
を
切
り
取
っ

た
後
に
紙
片
を
貼
り
付
け
て
そ
の
上
に
文
字
を
記
す
、
或
い
は
、

紙
面
に
胡
粉
を
塗
っ
た
上
に
字
句
を
記
す
、
と
い
っ
た
修
正
も
加

え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
修
正
に
つ
い
て
詳
し
く
見
る
な
ら
ば
、
先
ず
本
文
中

の
或
る
文
字
か
ら
別
の
文
字
へ
の
修
正
を
指
示
す
る
と
見
ら
れ
る

書
き
込
み
は
、
す
べ
て
朱
筆
で
記
さ
れ
、
一
三
例
あ
る
。
ま
た
、

本
文
中
の
字
句
を
削
除
す
る
指
示
と
見
ら
れ
る
書
き
込
み
は
、
朱

筆
に
よ
る
も
の
が
三
例
、
墨
筆
に
よ
る
も
の
が
一
例
あ
る
。
更

に
、
本
文
に
文
字
を
挿
入
す
る
指
示
と
見
ら
れ
る
書
き
込
み
は
、

朱
筆
の
も
の
が
八
例
、
墨
筆
の
も
の
が
六
例
あ
る
。

　

筆
跡
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
こ
う
し
た
本
文
へ
の
修
正
は
基
本

的
に
、
朱
筆
に
よ
り
書
き
込
ま
れ
た
修
正
は
木
菟
麻
呂
が
、
墨
筆

に
よ
り
書
き
込
ま
れ
た
も
の
は
山
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
加
え
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
（
注
6
）
。

　

但
し
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
新
田
文
庫
の
『
懐
徳
堂

纂
録
』
に
は
、
木
菟
麻
呂
が
墨
筆
で
修
正
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ

る
箇
所
も
存
在
す
る
。
こ
の
た
め
、
墨
筆
の
修
正
の
す
べ
て
が
山

家
に
よ
る
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

な
お
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
巻
末
の
識

語
、
及
び
字
句
の
修
正
・
字
句
の
削
除
・
文
字
の
挿
入
以
外
に
も
、

朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
一
つ
は
、
合
計
七
箇

所
存
在
す
る
頭
注
の
う
ち
の
三
箇
所
で
あ
る
。
今
一
つ
は
、「
貽
範

先
生
略
伝
」・「
履
軒
先
生
行
状
」・「
貽
範
家
君
壙
誌
」・「
文
明
家

君
壙
誌
」・「
文
正
家
君
壙
誌
」・「
恭
粛
並
河
先
生
壙
誌
」・「
温
良

家
君
壙
誌
」・「
大
阪
府
学
五
舎
銘　

并
序
」
の
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に

附
さ
れ
て
い
る
、
撰
者
に
関
す
る
情
報
の
部
分
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
頭
注
に
つ
い
て
は
、
そ
の
筆
跡
を
見
る
限
り
、
や
は

り
墨
筆
の
頭
注
は
山
家
が
、
朱
筆
の
頭
注
は
木
菟
麻
呂
が
記
し
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

資
料
の
末
尾
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
撰
者
に
関
す
る
情
報
と

は
、「
貽
範
先
生
略
伝
」
に
は
「
右
竹
山
先
生
撰
。」、「
履
軒
先
生

行
状
」
に
は
「
斯
篇
不
詳
撰
者
。
因
原
紙
筆
迹
按
之
、
似
小
石
早

野
先
生
。」、「
貽
範
家
君
壙
誌
」
に
は
「
右
撰
者
不
詳
。
家
不
留

（ 18 ）



石
本
。
亦
無
筆
迹
可
徴
。
然
因
家
君
字
按
之
、盖
竹
山
先
生
矣
。」、

「
文
明
家
君
壙
誌
」
に
は
「
右
撰
者
不
詳
。
因
墨
本
手
迹
按
之
、

盖
橘
隧
早
野
先
生
矣
。」、「
文
正
家
君
壙
誌
」
に
は
「
右
寒
泉
並

河
先
生
所
撰
。」、「
恭
粛
並
河
先
生
壙
誌
」
に
は
「
右
桐
園
中
井

先
生
所
撰
。」、「
温
良
家
君
壙
誌
」
に
は
「
右
懐
徳
堂
門
生
森
訥

所
撰
。」、「
大
阪
府
学
五
舎
銘　

并
序
」
に
は
「
右
碩
果
先
生
所

作
。」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
本
文
の
後
、
改
行
し
て
二
字
下

げ
の
位
置
か
ら
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
注
7
）
。
本
文

中
に
撰
者
が
明
記
さ
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
撰

者
に
関
す
る
情
報
が
朱
筆
で
書
き
添
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　

こ
の
撰
者
に
関
す
る
情
報
は
、
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

資
料
と
資
料
と
の
間
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
各
資
料
の
撰
者
を
示
そ
う
と
し
た
木
菟

麻
呂
が
、
明
治
四
一
年
一
月
の
「
校
讐
」
の
際
に
記
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
撰
者
に
関
す
る
情
報
の
中
に
、
墨
筆
に

よ
り
修
正
を
加
え
ら
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、「
文
恵
君
壙
誌
」
の
末
尾
に
は
一
旦
「
右
撰
者
不
詳
。
因
墨

本
手
迹
按
之
、
盖
橘
隧
早
野
先
生
矣
。」
と
朱
筆
で
記
さ
れ
た
後

に
、「
撰
者
」
か
ら
末
尾
ま
で
の
部
分
が
墨
筆
の
線
で
見
せ
消
ち

に
さ
れ
、
そ
の
右
傍
ら
に
墨
筆
で
「
松
陰
丸
川
先
生
撰
。
易
簣
前

一
日
先
生
偶
来
、
因
属
之
云
、」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
文

清
家
君
壙
誌
」
の
末
尾
も
同
様
に
、
先
ず
朱
筆
で
「
右
撰
者
不

詳
。
因
墨
本
手
迹
按
之
、
盖
橘
隧
早
野
先
生
矣
。」
と
記
さ
れ
た

後
、
や
は
り
「
撰
者
」
以
下
末
尾
ま
で
の
部
分
が
墨
筆
の
線
に
よ

り
見
せ
消
ち
に
さ
れ
、
そ
の
右
傍
ら
に
墨
筆
で
「
崑
山
三
村
先
生

撰
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
箇
所
と
も
、
墨
線
の
右
に
記
さ
れ

た
墨
筆
の
文
字
列
の
筆
跡
は
、
見
せ
消
ち
に
な
っ
て
い
る
朱
筆
の

も
の
と
同
じ
と
見
受
け
ら
れ
、
木
菟
麻
呂
が
撰
者
に
関
す
る
見
解

を
後
に
一
部
修
正
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
田
文
庫
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』
に
加
え
ら
れ
て
い
る
修
正
に

は
、
字
句
の
修
正
・
削
除
・
挿
入
を
指
示
す
る
書
き
込
み
の
他
、

紙
面
の
一
部
を
切
り
抜
き
、
そ
こ
に
別
の
紙
片
を
貼
り
付
け
て
文

を
記
す
形
で
の
修
正
、
或
い
は
紙
面
に
胡
粉
を
塗
り
、
そ
の
上
に

字
句
を
記
す
形
で
の
修
正
も
認
め
ら
れ
る
。

　

紙
片
の
貼
り
付
け
に
よ
る
修
正
は
、
第
二
葉
表
「
先
君
子
貽
範

先
生
行
状
」
の
本
文
中
の
「
厚
易
諒
」
の
三
文
字
の
部
分
、
第
一

六
葉
表
に
あ
る
「
蘭
洲
五
井
先
生
墓
表
」
の
頭
注
の
一
部
、
及
び

「
胎
範
家
君
壙
誌
」
の
末
尾
の
撰
者
に
関
す
る
情
報
の
部
分
等
に

認
め
ら
れ
る
。「
先
君
子
貽
範
先
生
行
状
」
に
つ
い
て
は
、
貼
り

付
け
ら
れ
た
紙
片
の
上
に
記
さ
れ
て
い
る
「
厚
易
諒
」
が
資
料
の

本
文
で
あ
り
、
ま
た
墨
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
家
が

行
っ
た
修
正
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
蘭
洲
五
井
先
生
墓
表
」
の
頭
注
と
「
胎
範
家
君
壙
誌
」
の
末
尾
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の
識
語
と
は
、
そ
の
上
に
朱
筆
に
よ
り
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
木
菟
麻
呂
が
加
え
た
修
正
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　

紙
面
に
胡
粉
を
塗
り
、
そ
の
上
に
字
句
を
記
す
修
正
は
、「
甃

庵
中
井
先
生
墓
表
」
第
二
三
葉
表
第
五
行
目
末
尾
の
「
知
」
の
字

に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
知
」
字
は
、
左
右
に
位
置
す
る

行
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
も
と
も
と
行
末
に
記
さ
れ
て
い
た

「
無
」
字
の
下
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
紙
面
に
胡

粉
を
塗
っ
た
上
に
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
先
ず
こ
の
「
知
」

字
の
位
置
に
或
る
一
字
を
書
き
加
え
る
修
正
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

そ
の
文
字
が
胡
粉
で
抹
消
さ
れ
、
そ
の
上
に
「
知
」
字
が
記
さ
れ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
、
校
正
が
重
ね
て
加
え
ら
れ
た

こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
新
田
文
庫
の
『
懐

徳
堂
纂
録
』
に
認
め
ら
れ
る
様
々
な
修
正
は
、
ど
の
時
点
で
加
え

ら
れ
た
の
か
を
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で

あ
る
。
も
と
よ
り
、
山
家
の
行
っ
た
墨
筆
に
よ
る
本
文
へ
の
修
正

は
、
山
家
が
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
本
文
の
書
写
を
行
っ
た
後
、
木

菟
麻
呂
に
渡
す
ま
で
に
記
さ
れ
た
、
明
治
四
二
年
一
月
以
前
に
加

え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

問
題
は
、
そ
の
後
に
木
菟
麻
呂
の
行
っ
た
修
正
に
つ
い
て
で
あ

る
。「
知
」
字
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
修
正
の
状
況
や
、
資
料
の
撰

者
に
関
す
る
見
解
が
一
部
修
正
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
判
断
す
る

な
ら
ば
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
す
べ
て
の
修
正
が
明
治
四
二
年
一

月
に
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
別
の
機
会
に
も
修
正
が
加
え
ら

れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
本
章
で
は
、
新
田
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
懐
徳
堂

纂
録
』
の
概
要
を
確
認
し
、
巻
末
の
識
語
に
基
づ
い
て
そ
の
成
立

の
経
緯
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
『
懐
徳
堂
纂
録
』
は
、
明
治
四

一
年
（
一
九
〇
八
）
に
中
井
木
菟
麻
呂
が
編
集
し
た
も
の
で
あ

り
、
木
菟
麻
呂
は
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
「
先
君
子
貽
範
先
生
行

状
」「
貽
範
先
生
略
伝
」「
履
軒
先
生
行
状
」「
懐
徳
堂
先
哲
墓
誌

銘
」「
懐
徳
堂
記
」「
懐
徳
書
院
掲
示
」「
大
阪
府
学
五
舎
銘　

并

序
」
を
、
自
ら
の
所
蔵
す
る
資
料
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
書
写
を

山
家
頼
行
に
依
頼
し
、
そ
し
て
山
家
の
書
写
し
た
も
の
に
翌
明
治

四
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
月
に
校
讐
を
加
え
て
『
懐
徳
堂
纂
録
』

を
成
立
さ
せ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
に

加
え
ら
れ
た
修
正
に
は
、
明
治
四
二
年
一
月
と
は
別
の
機
会
に
加

え
ら
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

述
べ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
木
菟
麻
呂
は
一
体
如
何
な
る
目
的
で
『
懐
徳
堂
纂

録
』
を
編
集
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
木
菟
麻
呂
の

『
懐
徳
堂
纂
録
』
編
集
の
目
的
を
解
明
す
べ
く
、
現
在
大
阪
大
学
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附
属
図
書
館
・
総
合
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
、
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
の
記
述
を
検
討
す
る
。

二　
『
秋
霧
記
』
に
見
る
『
懐
徳
堂
纂
録
』
編
集
の
経
緯

　

木
菟
麻
呂
の
日
記
で
あ
る
『
秋
霧
記
』
に
は
、『
懐
徳
堂
纂
録
』

を
編
集
し
た
経
緯
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
そ
の
編
纂
意

図
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
8
）
。

　

木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
編
集
す
る
直
接
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
四
月
二
〇
日
、
幸

田
成
友
か
ら
木
菟
麻
呂
に
届
い
た
一
通
の
封
書
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
幸
田
成
友
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
五
月
に

大
阪
市
史
編
纂
主
任
と
な
っ
て
以
来
、『
大
阪
市
史
』
の
編
纂
に

当
た
っ
て
い
た
（
注
9
）
。

来
簡　

封
書
一
通　

幸
田
成
友
氏

書
中
謂
フ
所
ハ
、
去
三
十
五
年
中
、
懐
徳
堂
内
事
記
、
同
外

事
記
、
学
問
所
建
立
記
録
、
懐
徳
堂
定
約
附
記
、
懐
徳
堂
義

金
簿
、
御
同
志
中
相
談
覚
、
三
宅
幸
蔵
変
宅
ニ
付
御
同
志
中

へ
懸
合
候
覚
、
逸
史
献
上
記
録
、
義
金
助
成
金
簿
、
ノ
九
種

ヲ
借
用
シ
テ
略
建
立
ノ
事
情
ヲ
詳
ニ
ス
ル
ヲ
得
タ
レ
ド
モ
、

懐
徳
堂
ノ
事
ハ
誠
ニ
大
阪
ニ
於
ケ
ル
学
問
ノ
霊
光
ナ
レ
バ
、

弥
ガ
上
ニ
モ
詳
細
ナ
ル
事
実
ヲ
了
知
致
シ
タ
キ
故
、
建
立
後

ノ
沿
革
撤
廃
前
後
ノ
事
情
、
寒
泉
桐
園
二
先
生
ノ
略
伝
等
ヲ

聞
カ
セ
呉
ト
ノ
コ
ト
ヲ
申
来
レ
リ
。
余
ハ
過
日
来
大
阪
市
宝

陳
列
館
建
立
ノ
件
ニ
付
、
先
幸
田
氏
ニ
近
々
東
上
ノ
便
宜
ナ

シ
ヤ
否
ヲ
聞
キ
合
セ
ヤ
ラ
ン
ト
思
ヒ
テ
、
往
復
端
書
ヲ
買
ヒ

オ
キ
乍
ラ
、
未
ダ
閑
ヲ
得
ズ
シ
テ
ソ
ノ
マ
ゝ
ニ
ナ
リ
居
タ
ル

ヲ
、
今
日
午
后
ニ
ハ
是
非
認
メ
テ
送
ラ
ン
ト
思
ヒ
居
タ
ル

ニ
、
正
午
過
ギ
テ
新
橋
ヨ
リ
家
ニ
帰
レ
バ
、
幸
田
氏
ノ
書
ア

リ
、
奇
遇
ノ
感
ニ
タ
ヘ
ズ
。

�

（
明
治
四
一
年
四
月
二
〇
日
付
）

　

幸
田
か
ら
の
手
紙
は
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
資
料
の
提
供
を
要
請

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
は
幸
田
に
対
し
て
木
菟
麻
呂
は
、
六
年

前
の
明
治
三
五
年
に
、
大
阪
市
史
編
纂
に
協
力
す
る
た
め
「
懐
徳

堂
内
事
記
、
同
外
事
記
、
学
問
所
建
立
記
録
、
懐
徳
堂
定
約
附

記
、
懐
徳
堂
義
金
簿
、
御
同
志
中
相
談
覚
、
三
宅
幸
蔵
変
宅
ニ
付

御
同
志
中
へ
懸
合
候
覚
、
逸
史
献
上
記
録
、
義
金
助
成
金
簿
」
の

九
種
の
資
料
を
提
供
し
て
い
る
（
注
10
）
。
幸
田
は
そ
れ
ら
の
資
料
に

よ
っ
て
懐
徳
堂
に
つ
い
て
既
に
「
略
建
立
ノ
事
情
ヲ
詳
ニ
ス
ル
ヲ

得
」
た
の
だ
が
、
懐
徳
堂
の
事
歴
を
更
に
詳
細
に
把
握
し
た
い
の

で
、
特
に
「
建
立
後
ノ
沿
革
撤
廃
前
後
ノ
事
情
、
寒
泉
桐
園
二
先

生
ノ
略
伝
等
」
に
関
す
る
資
料
を
提
供
し
て
ほ
し
い
、
と
木
菟
麻
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呂
に
再
度
資
料
の
提
供
を
要
請
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
木
菟
麻
呂
は
、
五
日
後
に
幸
田
に
返
書
を
送
っ

て
い
る
。

雑
事　
（
中
略
）
朝
祈
祷
前
、
幸
田
成
友
氏
ニ
覆
ス
ル
書
ヲ

作
ル
。（
中
略
）

発
信　

封
書
一
通　

幸
田
成
友
氏

書
中
、
懐
徳
堂
建
立
後
、
寒
泉
先
生
教
授
時
代
ニ
至
ル
マ
デ

ハ
、
記
録
ノ
徴
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ケ
レ
ド
、
寒
泉
先
生
已
後
ハ

寒
濤
楼
居
所
録
ア
レ
バ
、
並
河
氏
ニ
紹
介
シ
テ
借
用
ヲ
請
フ

モ
可
ナ
リ
ト
ノ
コ
ト
ヲ
答
ヘ
、
且
余
ガ
近
日
ノ
腹
案
ナ
ル
大

阪
市
史
ニ
関
ス
ル
偉
人
傑
士
ノ
事
蹟
ヲ
表
彰
ス
ベ
キ
件
ヲ
モ

附
記
シ
テ
近
々
意
見
書
ヲ
送
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
約
セ
リ
。

�

（
明
治
四
一
年
四
月
二
五
日
付
）

　

木
菟
麻
呂
は
、
懐
徳
堂
建
立
の
後
、
並
河
寒
泉
が
教
授
を
務
め

た
時
代
ま
で
に
つ
い
て
は
見
る
べ
き
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
が
、

寒
泉
が
残
し
た
日
記
『
寒
濤
楼
居
所
録
』
に
よ
り
寒
泉
時
代
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、『
寒
濤
楼
居
所
録
』
を
所
蔵
し

て
い
る
並
河
氏
に
そ
の
借
用
を
請
求
し
て
も
よ
い
と
答
え
、
あ
わ

せ
て
近
く
木
菟
麻
呂
自
身
の
「
腹
案
」
を
附
記
し
た
意
見
書
を
送

る
こ
と
を
幸
田
に
約
束
し
た
（
注
11
）
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

こ
の
後
木
菟
麻
呂
は
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
編
集
し
、
そ
し
て
そ
れ

を
幸
田
に
送
っ
て
お
り
、
こ
の
明
治
四
一
年
四
月
の
幸
田
か
ら
の

要
請
が
、
木
菟
麻
呂
に
よ
る
『
懐
徳
堂
纂
録
』
編
集
の
直
接
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
時
木
菟
麻
呂
が
幸
田
に
送
る
と
約
束
し
た
意
見
書

の
内
容
は
不
明
だ
が
、『
秋
霧
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
木

菟
麻
呂
は
、
中
井
甃
庵
・
竹
山
・
蕉
園
を
祭
る
年
回
の
実
施
や
、

大
阪
の
偉
人
を
顕
彰
す
る
た
め
の
「
大
阪
市
宝
陳
列
館
」
の
建
設

を
企
画
し
て
い
た
（
注
12
）
。
木
菟
麻
呂
は
、
そ
う
し
た
企
画
を
意
見

書
に
ま
と
め
て
幸
田
に
送
ろ
う
と
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
木
菟
麻

呂
は
、
幸
田
か
ら
の
依
頼
に
応
ず
る
こ
と
で
、
自
ら
の
企
画
し
た

事
業
を
実
現
す
る
際
に
幸
田
の
協
力
を
得
る
こ
と
を
期
待
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

木
菟
麻
呂
の
回
答
に
対
し
て
、
五
月
四
日
に
幸
田
か
ら
返
書
が

届
い
た
。
同
日
付
の
『
秋
霧
記
』
に
は
「
幸
田
氏
過
日
ノ
書
状
ニ

答
ヘ
テ
、
本
年
七
月
ノ
甃
庵
先
生
年
回
ニ
モ
斡
旋
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ

約
セ
ラ
ル
」
と
あ
る
。
幸
田
は
木
菟
麻
呂
の
企
画
へ
の
協
力
を
受

け
合
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
秋
霧
記
』
に
は
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
木
菟
麻
呂
と
幸
田

と
の
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
秋
霧
記
』
に
『
懐
徳
堂

纂
録
』
に
直
接
関
わ
る
記
述
が
現
れ
る
の
は
、
同
年
一
〇
月
二
六

日
付
の
記
述
に
お
い
て
で
あ
る
。

（ 22 ）



雑
事　

胎
範
先
生
行
状
及
ビ
履
軒
先
生
行
状
ヲ
謄
写
セ
ン
コ

ト
ヲ
山
家
頼
行
氏
ニ
嘱
ス
。
蓋
懐
徳
堂
史
料
ヲ
蒐
輯
シ
テ
大

阪
史
編
纂
係
ニ
借
与
セ
ン
為
ナ
リ
。

�

（
明
治
四
一
年
一
〇
月
二
六
日
付
）

　

こ
の
日
木
菟
麻
呂
は
、
大
阪
史
編
纂
係
に
貸
し
出
す
た
め
、

「
胎
範
先
生
行
状
及
ビ
履
軒
先
生
行
状
ヲ
謄
写
セ
ン
コ
ト
ヲ
山
家

頼
行
氏
ニ
嘱
」
し
た
の
で
あ
る
。「
胎
範
先
生
行
状
」
と
「
履
軒

先
生
行
状
」
は
『
懐
徳
堂
纂
録
』
に
含
ま
れ
て
い
る
資
料
で
あ

り
、『
秋
霧
記
』
の
こ
の
記
述
は
前
章
で
検
討
し
た
『
懐
徳
堂
纂

録
』
巻
末
の
識
語
の
記
述
と
符
合
す
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
木

菟
麻
呂
は
こ
の
時
ま
で
に
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
に
収
録
す
べ
き
資

料
の
収
集
を
終
え
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
秋
霧
記
』
に
は
こ
の
後
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
月

二
六
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の
五
日
間
連
続
で
、「
胎
範
先
生
ノ
行

状
」
を
含
む
『
懐
徳
堂
雑
纂
』
の
校
正
を
連
日
行
っ
た
と
の
記
述

が
あ
る
。

雑
事
（
中
略
）
昨
冬
山
家
氏
ニ
嘱
シ
テ
謄
写
セ
シ
所
ノ
胎
範

先
生
行
状
ヲ
校
正
ス
。
胎
範
先
生
ノ
行
状
ハ
拝
読
ス
ル
毎
ニ

感
慨
極
メ
テ
深
キ
ヲ
覚
ユ
。
殊
ニ
末
文
「
寧
可
蘭
摧
、
勿
有

𦫿
栄
」
ノ
一
語
ハ
永
ク
楣
間
ニ
掲
ゲ
テ
家
訓
ト
為
ス
ベ
キ
モ

ノ
ナ
リ
。�

（
明
治
四
二
年
一
月
二
六
日
付
）

雑
事　

懐
徳
堂
雑
纂
ヲ
校
正
ス
。

�

（
明
治
四
二
年
一
月
二
七
日
付
）

雑
事　

懐
徳
堂
雑
纂
ヲ
校
正
ス
。

�

（
明
治
四
二
年
一
月
二
八
日
付
）

雑
事　

午
前
懐
徳
堂
雑
纂
ノ
校
正
ヲ
為
ス
。

�

（
明
治
四
二
年
一
月
二
九
日
付
）

雑
事　

懐
徳
堂
雑
纂
校
正
業
ヲ
卒
フ
。

�

（
明
治
四
二
年
一
月
三
〇
日
付
）

　
『
秋
霧
記
』
に
よ
れ
ば
、
木
菟
麻
呂
は
明
治
四
二
年
一
月
二
六

日
に
「
胎
範
先
生
行
状
」
を
、
ま
た
続
く
二
七
日
か
ら
三
〇
日
は

『
懐
徳
堂
雑
纂
』
を
校
正
し
た
。『
懐
徳
堂
雑
纂
』
と
あ
る
が
、
前

日
校
正
し
た
「
胎
範
先
生
行
状
」
が
「
山
家
氏
ニ
嘱
シ
テ
謄
写
セ

シ
所
」
で
あ
り
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
冒
頭
に
収
め
ら
れ
て
い
る
史

料
で
あ
る
こ
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
二
月
以
降
の
『
秋
霧
記
』
に

は
『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う

『
懐
徳
堂
雑
纂
』
は
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
こ
と
を
指
す
と
見
ら
れ

る
。
お
そ
ら
く
木
菟
麻
呂
は
、
校
正
修
了
後
に
こ
の
資
料
集
の
名

を
『
懐
徳
堂
雑
纂
』
か
ら
『
懐
徳
堂
纂
録
』
に
改
め
た
の
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
巻
末
の
識
語
の
記
述
は
、『
秋
霧

（ 23 ）



記
』
の
記
述
と
や
は
り
符
合
す
る
と
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
後
木
菟
麻
呂
は
、
校
正
を
終
え
た
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
仮

綴
じ
し
、
経
師
屋
（
表
装
を
行
う
職
人
）
の
と
こ
ろ
で
そ
の
上
下

の
部
分
を
裁
断
し
、
体
裁
を
整
え
た
。

雑
事　

懐
徳
堂
纂
録
及
ビ
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
ヲ
仮
綴
シ
、
薄

暮
経
師
屋
ニ
ユ
キ
テ
上
下
ヲ
断
タ
シ
ム
。

�

（
明
治
四
二
年
二
月
九
日
付
）

　

体
裁
を
整
え
終
え
た
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
、
木
菟
麻
呂
は
二
月

一
三
日
に
大
阪
市
史
編
纂
係
宛
に
送
付
し
た
。
幸
田
成
友
と
岩
橋

小
弥
太
に
借
与
す
る
た
め
で
あ
る
。

発
信　

封
書
一
通
幸
田
成
友
岩
橋
小
弥
太
二
氏
宛

岩
橋
氏
ニ
贈
リ
タ
ル
書
中
ニ
ハ
、
氏
ガ
昨
冬
国
学
院
雑
誌
ニ

懐
徳
堂
書
院
ト
題
ス
ル
一
篇
ヲ
掲
ケ
テ
其
内
ニ
竹
山
履
軒
二

先
生
ガ
語
リ
テ
孝
子
順
孫
ノ
事
ニ
及
ベ
バ
、
感
嘆
シ
テ
癪
ノ

如
ク
ナ
ル
ヲ
、
精
里
先
生
ガ
厭
ハ
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ
引
キ
テ
、

偽
善
ニ
シ
テ
名
ヲ
売
ル
風
ア
リ
ト
批
評
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、

之
ヲ
駁
ス
。

小
包
郵
便　

懐
徳
堂
纂
録
・
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
并
ニ
拝
恩
志

喜

右
三
巻
大
阪
史
編
纂
係
幸
田
成
友
・
岩
橋
小
弥
太
二
氏
ニ
借

与
ス
。
昨
秋
九
月
中
ニ
送
ル
ベ
キ
筈
ノ
処
、
多
事
ノ
為
ニ
収

輯
校
合
等
ハ
カ
ド
ラ
ズ
シ
テ
、
遂
ニ
今
日
ニ
及
ベ
リ
。

�

（
明
治
四
二
年
二
月
一
三
日
付
）

　
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
宛
先
が
幸
田
と
岩
橋
小
弥
太
と
さ
れ
た
の

は
、
大
阪
史
編
纂
係
の
編
纂
嘱
託
（
明
治
四
一
年
八
月
か
ら
明
治

四
二
年
三
月
ま
で
）
で
あ
っ
た
岩
橋
が
明
治
四
一
年
に
「
国
学
院

雑
誌
」
に
発
表
し
た
「
懐
徳
堂
書
院
」
の
内
容
に
対
し
て
、
木
菟

麻
呂
は
反
論
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
（
注
13
）
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を

含
む
懐
徳
堂
関
係
資
料
に
つ
い
て
、
明
治
四
一
年
「
九
月
中
ニ
送

ル
ベ
キ
筈
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。『
秋
霧
記
』
に

お
い
て
、
資
料
提
供
の
期
限
に
関
す
る
記
述
は
他
に
確
認
で
き
な

い
が
、
木
菟
麻
呂
は
明
治
四
一
年
八
月
七
日
か
ら
同
月
二
六
日
ま

で
京
阪
地
方
を
訪
れ
、
八
月
一
三
日
に
は
幸
田
の
紹
介
で
西
村
天

囚
と
面
談
し
て
い
る
。
こ
の
旅
行
の
際
、
木
菟
麻
呂
が
幸
田
と
何

ら
か
の
約
束
を
交
わ
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
纂
録
』
だ
け
で
は
な
く
、『
懐

徳
堂
記
録
拾
遺
』
及
び
『
拝
恩
志
喜
』
と
合
わ
せ
た
三
巻
を
幸
田

ら
に
送
付
し
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。『
拝
恩
志
喜
』
は
、
嘉
永
七

年
（
一
八
五
四
）
九
月
に
大
阪
湾
に
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
が

（ 24 ）



来
航
し
た
際
、
奉
行
所
の
命
を
受
け
て
そ
の
応
接
に
関
わ
っ
た
並

河
寒
泉
が
記
し
た
記
録
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
は
こ
の
『
拝
恩
志

喜
』
が
、「
建
立
後
ノ
沿
革
撤
廃
前
後
ノ
事
情
、
寒
泉
桐
園
二
先

生
ノ
略
伝
等
」
に
関
す
る
資
料
を
送
る
よ
う
に
と
の
幸
田
成
友
か

ら
の
依
頼
に
相
応
し
い
と
考
え
て
送
付
し
た
と
推
測
さ
れ
る（
注
14
）
。

　

木
菟
麻
呂
か
ら
資
料
三
巻
を
送
ら
れ
た
幸
田
は
、
返
書
と
資
料

の
借
用
証
書
と
を
木
菟
麻
呂
に
送
っ
た
。
木
菟
麻
呂
は
二
月
一
九

日
に
そ
れ
ら
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

来
簡　

封
書
一
通
幸
田
成
友
氏
（
中
略
）

曩
ニ
郵
送
シ
タ
ル
懐
徳
堂
纂
録
・
記
録
拾
遺
并
ニ
拝
恩
志
喜

ノ
借
用
証
書
ヲ
遣
サ
レ
、
且
其
返
書
ニ
、
岩
橋
小
弥
太
氏
ガ

国
学
院
雑
誌
ニ
掲
載
セ
シ
懐
徳
堂
書
院
ノ
一
篇
ハ
、
其
草
稿

ヲ
モ
見
セ
ズ
シ
テ
勝
手
ニ
送
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
自
分
モ
不

都
合
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
思
ヘ
ル
コ
ト
ヲ
述
ヘ
テ
、
自
分
ハ
一
切

之
ニ
関
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
詳
明
セ
ラ
レ
タ
リ
。

又
其
書
中
ニ
甃
菴
・
竹
山
・
蕉
園
三
先
生
記
念
会
ヲ
催
ス
コ

ト
ニ
付
、
昨
冬
西
村
天
囚
氏
同
行
ニ
テ
高
崎
府
知
事
ヲ
訪
問

シ
タ
ル
ニ
、
無
論
府
知
事
モ
同
意
ナ
リ
シ
由
ヲ
記
セ
リ
。

�

（
明
治
四
二
年
二
月
一
九
日
付
）

　

幸
田
か
ら
の
返
書
は
、
岩
橋
の
発
表
し
た
「
懐
徳
堂
書
院
」
に

関
し
て
、「
自
分
ハ
一
切
之
ニ
関
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
詳
明
」
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
明
治
四
一
年
の
冬
、
幸
田
と
西
村
天
囚
と
が

高
崎
大
阪
府
知
事
を
訪
問
し
、「
甃
菴
・
竹
山
・
蕉
園
三
先
生
記

念
会
ヲ
催
ス
コ
ト
ニ
付
」
相
談
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
際
府
知
事

が
同
意
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
周
知
の
通
り
、
こ
の
時
幸

田
が
西
村
と
大
阪
府
知
事
に
持
ち
か
け
た
「
甃
菴
・
竹
山
・
蕉
園

三
先
生
記
念
会
」
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
実
現
す
る
に
は
到
ら

な
か
っ
た
が
、
明
治
四
四
年
に
懐
徳
堂
記
念
会
が
開
催
す
る
懐
徳

堂
記
念
祭
と
し
て
実
現
し
た
（
注
15
）
。

　

そ
の
後
木
菟
麻
呂
は
、
幸
田
か
ら
返
送
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
纂

録
』
な
ど
を
四
月
一
八
日
に
受
け
取
っ
て
い
る
。

来
信　

端
書
一
通　

幸
田
成
友
氏

又
小
包
印
貨
物
壱
対　

懐
徳
堂
纂
録
・
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
・

拝
恩
志
喜　

共
三
巻

右
大
阪
市
史
編
纂
係
代
ト
シ
テ
幸
田
氏
ヨ
リ
返
付
セ
ラ
ル
。

�

（
明
治
四
二
年
四
月
一
八
日
付
）

　

以
上
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
編
者
で
あ
る
木
菟
麻
呂
の
日
記

『
秋
霧
記
』
の
記
述
に
基
づ
き
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
成
立
の
経
緯
を

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
は
、
明
治
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
四
月
に
幸
田
が
木
菟
麻
呂
に
、
懐
徳
堂
関
係
資
料

（ 25 ）



を
提
供
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
し
、
そ
の
要
請
に
応
じ
て
木
菟
麻

呂
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
木
菟
麻

呂
は
所
蔵
す
る
資
料
の
中
か
ら
資
料
を
選
び
、
そ
れ
ら
を
編
集
し

て
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

懐
徳
堂
文
庫
・
新
田
文
庫
の
資
料
は
、
新
田
和
子
氏
が
木
菟
麻

呂
の
異
母
妹
で
あ
る
中
井
終
子
か
ら
受
け
継
い
だ
資
料
で
あ
り
、

も
と
も
と
木
菟
麻
呂
の
所
蔵
し
て
い
た
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
新
田
文
庫
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』
は
、
木
菟
麻
呂
が
作

成
し
て
幸
田
に
貸
し
出
し
、
大
阪
市
史
編
纂
係
か
ら
返
却
さ
れ
た

『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
原
本
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

大
阪
市
史
編
纂
所
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』

　

木
菟
麻
呂
が
幸
田
に
貸
し
出
し
た
新
田
文
庫
の
『
懐
徳
堂
纂

録
』
は
、
返
却
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
大
阪
市
史
編
纂
係
に
お
い

て
書
写
さ
れ
、
写
本
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
大
阪

市
史
編
纂
係
の
資
料
は
大
阪
市
史
編
纂
所
に
お
い
て
所
蔵
さ
れ
て

お
り
、
筆
者
は
そ
の
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』

（
以
下
、
編
纂
所
本
）
を
実
見
・
調
査
し
、
新
田
文
庫
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
『
懐
徳
堂
纂
録
』（
以
下
、
新
田
文
庫
本
）
と
の
校
合

を
行
っ
た
（
注
16
）
。
そ
し
て
、
編
纂
所
本
は
「
先
君
子
貽
範
先
生
行

状
」
か
ら
「
大
阪
府
学
五
舎
銘　

并
序
」
に
至
る
ま
で
、
新
田
文

庫
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
が
す
べ
て
同
じ
配
列
で
収
め
ら
れ

て
お
り
、
明
ら
か
な
誤
字
や
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
き
、
基

本
的
に
同
一
の
内
容
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

特
に
重
要
な
点
は
、
編
纂
所
本
は
新
田
文
庫
本
に
認
め
ら
れ
る

修
正
を
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
反
映
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
点
、
及
び

編
纂
所
本
は
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
単
行
本
で
は
な
く
、『
懐
徳
堂

記
録
拾
遺
』
及
び
『
拝
恩
志
喜
』
と
合
わ
せ
た
三
冊
の
合
冊
本
と

な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
『
懐
徳
堂
纂
録
』・『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』・『
拝
恩
志
喜
』
が
合

冊
と
な
っ
て
い
る
編
纂
所
本
の
裏
表
紙
に
は
、
大
阪
市
史
編
纂
係

が
貼
り
付
け
た
と
見
ら
れ
る
、
資
料
提
供
者
の
情
報
を
記
す
た
め

の
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
三
巻
が
合
冊
と

さ
れ
た
の
は
大
阪
市
史
編
纂
係
に
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

と
考
え
ら
れ
る
（
注
17
）
。
編
纂
所
本
が
新
田
文
庫
本
に
認
め
ら
れ
る

修
正
を
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
反
映
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
点
と
合
わ

せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
編
纂
所
本
が
、
明
治
四
二
年
に
木
菟
麻
呂

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
書
写
し
て
作
成
さ
れ

た
、
写
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
新
田
文
庫
本
の
修
正
の
指

示
の
中
に
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
編
纂
所
本
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
も
の
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
田
文
庫
本
の
「
文
恵
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君
壙
誌
」
と
「
文
清
家
君
壙
誌
」
と
の
末
尾
に
附
さ
れ
た
撰
者
に

関
す
る
情
報
は
、
い
ず
れ
も
朱
筆
で
記
さ
れ
た
も
の
の
上
に
墨
筆

に
よ
る
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
箇
所
の
墨
筆
に
よ

る
修
正
は
い
ず
れ
も
編
纂
所
本
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
編
纂
所

本
は
二
箇
所
と
も
、
新
田
文
庫
本
の
墨
筆
に
よ
る
修
正
が
加
え
ら

れ
る
前
の
朱
筆
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、「
文
恵
君
壙
誌
」
と
「
文
清
家
君
壙
誌
」
の
撰
者
に
関
す
る

情
報
が
墨
筆
に
よ
り
修
正
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
二
年
四
月
に
大

阪
市
史
編
纂
係
か
ら
木
菟
麻
呂
に
返
却
さ
れ
た
後
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
新
田
文
庫
本
の
第
二
三
葉
表
第
五
行
目
末
尾
の
、
紙
面

に
胡
粉
を
塗
っ
た
上
に
「
知
」
字
を
記
し
て
挿
入
す
る
と
い
う
修

正
も
、
編
纂
所
本
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
前
述
の
通
り
、
新

田
文
庫
本
の
こ
の
箇
所
は
、
先
ず
或
る
何
ら
か
の
文
字
が
加
筆
さ

れ
、
そ
の
後
そ
の
或
る
文
字
が
胡
粉
で
抹
消
さ
れ
、
更
に
そ
の
上

に
「
知
」
字
が
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
編
纂
所
本
に

は
「
知
」
字
の
み
な
ら
ず
、
ま
っ
た
く
加
筆
が
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
た
め
、
新
田
文
庫
本
に
お
け
る
或
る
文
字
の
加
筆
、
及
び
其

の
或
る
文
字
を
胡
粉
で
抹
消
す
る
修
正
、
更
に
そ
の
上
に
「
知
」

字
を
加
筆
す
る
修
正
は
、
す
べ
て
編
纂
所
本
の
書
写
が
行
わ
れ
た

後
に
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
、
新
田
文
庫
本
に
お
い
て
は
、
第
一
二
葉
裏
第
二
行
目

の
「
清
廉
」
の
二
字
、
及
び
同
第
一
二
葉
裏
第
六
行
目
「
講
史
」

の
二
字
に
、
右
脇
に
そ
れ
ぞ
れ
点
が
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
第

一
三
葉
裏
第
八
行
目
「
門
人
」
の
二
字
に
は
、
右
脇
に
そ
れ
ぞ
れ

圏
点
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傍
点
は
何
を
意
図
し
て
い
る

の
か
が
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
も
編
纂
所
本
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
傍
点
の
附
加
も
や
は
り
編
纂
所
本
の
書
写

の
後
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

更
に
、
新
田
文
庫
本
に
は
、
各
資
料
の
本
文
に
句
点
が
附
さ
れ

て
お
り
、
し
か
も
そ
の
位
置
を
修
正
し
た
痕
跡
が
多
数
認
め
ら

れ
る
。
一
方
編
纂
所
本
に
は
、
基
本
的
に
句
点
が
附
さ
れ
て
い
な

い
（
注
18
）
。
従
っ
て
、
新
田
文
庫
本
に
句
点
を
施
す
こ
と
も
、
や
は

り
編
纂
所
本
の
書
写
の
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
阪
市
史
編
纂
係
よ
り
返
却
さ
れ
た
明
治
四
二
年
四
月
一
八
日

以
降
、
新
田
文
庫
本
は
木
菟
麻
呂
が
所
蔵
し
、
ま
た
『
懐
徳
堂
纂

録
』
に
収
め
ら
れ
た
各
資
料
も
木
菟
麻
呂
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
木
菟
麻
呂
は
新
田
文
庫
本
に
い
つ
で
も
更

な
る
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
新
田

文
庫
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』
に
認
め
ら
れ
る
修
正
の
内
、
編
纂
所
本

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
明
治
四
二
年
一
月
に
加
え
ら
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
明
治
四
二
年
四
月
以
降
に
加
え
ら
れ
た
も
の

と
判
断
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
（
注
19
）
。

　

以
上
、
本
章
で
は
、
大
阪
市
史
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
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『
懐
徳
堂
纂
録
』
は
、
明
治
四
二
年
二
月
に
木
菟
麻
呂
が
幸
田
に

送
付
し
た
原
本
か
ら
書
写
さ
れ
た
写
本
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
大
阪
市
史
編
纂
係
か
ら
返
却
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の

原
本
に
対
し
て
は
、
そ
の
後
も
木
菟
麻
呂
が
修
正
を
加
え
た
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
検
討
か
ら
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
が
西
村
天
囚
の
『
懐
徳

堂
考
』
下
巻
と
は
直
接
関
連
が
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
天
囚
が
木
菟
麻
呂
と
初
め
て
面
談
し
た
の
は
明
治
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
八
月
一
三
日
、
天
囚
が
木
菟
麻
呂
に
『
懐
徳
堂
考
』

下
巻
の
材
料
と
な
る
資
料
の
提
供
を
要
請
し
た
の
は
明
治
四
三
年

（
一
九
一
〇
）
二
月
二
八
日
、
天
囚
が
東
京
に
住
む
木
菟
麻
呂
の

自
宅
を
訪
問
し
た
時
で
あ
る
（
注
20
）
。
木
菟
麻
呂
が
幸
田
か
ら
資
料

送
付
の
依
頼
を
受
け
た
の
は
明
治
四
一
年
四
月
、
木
菟
麻
呂
が
幸

田
成
友
に
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
送
付
し
た
の
は
明
治
四
二
年
（
一

九
〇
九
）
二
月
で
あ
っ
た
。
天
囚
が
木
菟
麻
呂
に
『
懐
徳
堂
考
』

下
巻
の
材
料
と
な
る
資
料
の
提
供
を
要
請
し
た
時
点
で
『
懐
徳
堂

纂
録
』
は
既
に
成
立
し
て
お
り
、
大
阪
市
史
編
纂
係
に
は
そ
の
写

本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』
下

巻
を
執
筆
す
る
際
に
、
大
阪
市
史
編
纂
係
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の

写
本
を
参
考
に
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、『
懐
徳
堂
纂

録
』
は
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
成
立
と
は
基
本
的
に
関
係
が
な
い

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
大
阪
市
史
』
に
お
け
る
懐
徳
堂
に
関
す
る
記
述
は
か
な
り
詳

細
で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
を
支
え
た
の
は
、
木
菟
麻
呂
が
明
治
三

五
年
（
一
九
〇
二
）
と
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
二
回
に
わ

た
り
大
阪
市
史
編
纂
係
に
提
供
し
た
資
料
が
中
心
で
あ
っ
た
。

『
大
阪
市
史
』
巻
一
（
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕
刊
）・
巻
二
（
大

正
三
年
〔
一
九
一
四
〕
刊
）
に
は
、
関
連
す
る
記
述
の
割
注
の
中

に
木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
資
料
名
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
『
懐
徳
堂
纂
録
』
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
『
大
阪
市
史
』

巻
五
（
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕
刊
）
に
は
、
木
菟
麻
呂
の
提

供
し
た
「
学
問
所
建
立
記
録
」
と
「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」
も
収
録

さ
れ
て
い
る
（
注
21
）
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
幸
田
成
友
が
懐
徳
堂
を

高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
幸
田
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
母
体
と
な
る
大
阪
人
文

会
（
明
治
四
二
年
〔
一
九
〇
九
〕
八
月
設
立
）
に
参
加
し
て
お
ら

ず
、
懐
徳
堂
記
念
会
（
明
治
四
三
年
〔
一
九
一
〇
〕
九
月
設
立
）

の
会
員
で
も
な
か
っ
た
（
注
22
）
。
こ
れ
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇

九
）
三
月
に
大
阪
市
史
編
纂
係
が
解
散
し
た
後
、
幸
田
は
同
年
冬

に
大
阪
を
離
れ
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
に
は
慶
応
義
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塾
大
学
の
教
員
と
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
注
23
）
。

　

し
か
し
、
幸
田
は
在
阪
中
、
後
に
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
に
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
と
な
る
人
々
に
対
し
て
懐
徳
堂
の
重
要
性
を
知
ら

し
め
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
が
大
き
く
展
開
す
る
基
礎
を
築
い
た
人

物
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
よ
く
窺

え
る
の
が
、
下
記
に
示
す
幸
田
が
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
九

月
に
出
版
し
た
『
懐
徳
堂
旧
記
』
の
序
文
で
あ
る
。

予
少
時
通
語
の
素
読
を
家
兄
に
承
け
、
ま
た
稍
長
じ
て
昔
々

春
秋
及
逸
史
を
読
み
、
大
阪
に
懐
徳
書
院
あ
り
、
竹
山
履
軒

両
先
生
あ
る
を
知
れ
り
。
明
治
三
十
四
年
予
菲
才
を
以
て
大

阪
市
史
編
纂
の
重
責
を
帯
び
、
史
料
を
阪
地
諸
旧
家
に
捜
る
、

而
も
書
院
に
関
し
て
は
僅
に
森
本
専
助
氏
蔵
本
懐
徳
堂
記
一

冊
を
得
た
る
に
過
ぎ
ず
。
既
に
し
て
中
井
木
菟
麿
氏
を
東
京

小
川
町
に
訪
ひ
、
伝
来
の
遺
書
十
数
部
を
借
覧
す
る
に
及
び
、

略
書
院
の
事
蹟
を
詳
に
す
る
を
得
た
り
。
此
事
数
年
前
に
属

す
と
雖
も
、
当
時
未
だ
書
院
の
遺
業
を
語
る
人
甚
だ
多
か
ら

ず
、
之
を
今
日
盛
儀
を
以
て
其
紀
年
祭
の
執
行
せ
ら
る
ゝ
あ

る
に
比
し
、
心
私
に
悦
に
勝
へ
ざ
る
も
の
あ
り
。
乃
ち
貲
を

捐
て
ゝ
懐
徳
堂
旧
記
五
百
部
を
刊
し
、
謹
み
て
先
賢
の
遺
徳

を
伝
へ
、
併
せ
て
予
の
悦
を
同
志
に
頒
た
ん
と
欲
す
。

　

幸
田
が
大
阪
市
史
編
纂
係
主
任
と
し
て
活
動
を
始
め
た
明
治
三

〇
年
年
代
半
ば
は
「
未
だ
書
院
の
遺
業
を
語
る
人
甚
だ
多
か
ら

ず
」
と
い
っ
た
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
幸
田
が

積
極
的
に
懐
徳
堂
関
連
資
料
の
収
集
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
懐

徳
堂
に
対
す
る
認
知
を
大
い
に
広
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
し
て
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）、
幸
田
が
木
菟
麻
呂
と
天

囚
と
を
結
び
つ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
は
大
き
く

動
き
出
す
。
同
年
八
月
一
三
日
、
木
菟
麻
呂
は
大
阪
で
西
村
天
囚

と
初
め
て
面
談
し
た
が
、
こ
の
面
談
は
幸
田
の
紹
介
に
よ
り
実
現

し
、
そ
し
て
面
談
の
場
に
幸
田
も
同
席
し
て
い
た
。
幸
田
が
二
人

の
面
談
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
年
の
四
月
か

ら
五
月
に
か
け
て
、
木
菟
麻
呂
と
幸
田
と
が
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を

含
む
懐
徳
堂
関
連
資
料
の
提
供
を
め
ぐ
り
や
り
と
り
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

　

幸
田
と
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十

分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。注

（
１
）『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
二
〇
〇
四
』（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
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文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）
所
収
。
な
お
、
同
目

録
に
は
続
編「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録（
続
）」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

報
二
〇
〇
五
』〔
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
二
月
〕
所
収
）
が
あ
る
。

（
２
）
信
多
氏
の
い
う
『
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
事
』
は
、
注
１
前
掲
の
池
田
光

子
「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
（
続
）」
に
「
Ｅ
１
２
８
／
記
録
４
／

３
０
２
〔
受
入
番
号
〕
７
９
Ｃ
Ｌ
０
０
５
３
４
、
資
料
名
：
懐
徳
堂
水

哉
館
先
哲
遺
事
」
と
あ
る
資
料
の
こ
と
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。

（
３
）『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、
釜
田
啓
一
「
中

井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
の
成
立
事
情
」（『
懐
徳
堂

セ
ン
タ
ー
報
二
〇
〇
七
』、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、
及
び
拙
著
『
市
民
大

学
の
誕
生
︱
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
〇
年
二
月
）
参
照
。

（
４
）
山
家
頼
行
は
、
正
教
会
の
詠
隊
教
師
で
あ
っ
た
ペ
ト
ル
山
家
頼
行
の

こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
「
イ
サ
イ
ヤ
水
島
行
楊
の
ア

ル
バ
ム
③
」（「
正
教
時
報
」
二
〇
〇
七
年
一
一
月
号
）
参
照
。

（
５
）
木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
纂
録
』
を
編
集
す
る
際
に
山
家
に
貸
与
し
て

そ
の
書
写
を
依
頼
し
た
資
料
の
中
で
、「
履
軒
先
生
行
状
」・「
懐
徳
堂

記
」・「
懐
徳
書
院
掲
示
」
に
つ
い
て
は
、
木
菟
麻
呂
が
財
団
法
人
懐
徳

堂
記
念
会
に
寄
贈
し
、
現
在
大
阪
大
学
の
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。『
懐
徳
堂
文
庫
図
書

目
録
』（
大
阪
大
学
文
学
部
、
一
九
七
六
年
）
参
照
。
但
し
、『
懐
徳
堂

纂
録
』
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
他
の
資
料
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
６
）
こ
の
点
に
関
し
て
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
の
懐
徳
堂
研
究
会
に
お
い

て
寺
門
日
出
男
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
。
特
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
７
）
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
撰
者
に
関
す
る
情
報
の
引
用
に
際
し
て
、
適

宜
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
８
）
木
菟
麻
呂
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』
編
集
に
関
す
る
『
秋
霧
記
』
の
記
述

に
つ
い
て
は
、
注
３
前
掲
釜
田
啓
一
「
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉

館
先
哲
遺
事
』の
成
立
事
情
」の
注
八
に
言
及
が
あ
る
。
な
お
、以
下『
秋

霧
記
』
か
ら
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
漢
字
や
片
仮
名
を
通
行
の
字
体

に
改
め
、
句
読
点
や
読
み
仮
名
を
補
っ
た
。

（
９
）
幸
田
の
経
歴
に
関
し
て
は
、「
幸
田
成
友
著
作
目
録
」（『
幸
田
成
友
著

作
集
』
別
巻
〔
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
〕
所
収
）
参
照
。

（
10
）
注
３
・
８
前
掲
の
釜
田
啓
一
「
中
井
木
菟
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先

哲
遺
事
』
の
成
立
事
情
」
の
注
八
に
は
言
及
が
な
い
が
、
木
菟
麻
呂
か

ら
幸
田
の
勤
め
る
大
阪
市
史
編
纂
係
へ
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
提
供
は
、

先
ず
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治

三
五
年
一
二
月
一
六
日
付
の
『
秋
霧
記
』
に
、「
学
問
所
建
立
記
録
」・「
懐

徳
堂
定
約
附
記
」・「
履
軒
先
生
肖
像
」・「
懐マ

堂マ

内
事
記
」・「
同
外
事

記
」・「
学
校
公
務
記
録
」・「
懐
徳
堂
義
金
簿
」・「
三
宅
幸
蔵
変
宅
ニ
付

御
同
志
中
ヘ
懸
合
候
覚
」・「
逸
史
献
上
記
録
」・「
義
金
助
成
金
簿
」・

「
御
同
志
中
相
談
覚
」
を
「
大
阪
史
編
纂
局
ノ
請
求
ニ
ヨ
リ
新
見
氏
ニ
借

与
」
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。「
新
見
氏
」
と
は
、
明
治
三
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五
年
四
月
か
ら
一
年
間
、
大
阪
市
史
在
東
京
編
纂
嘱
託
で
あ
っ
た
新
見

吉
次
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）
木
菟
麻
呂
が
、
懐
徳
堂
の
建
立
以
後
、
並
河
寒
泉
が
教
授
を
務
め
た

時
代
ま
で
は
見
る
べ
き
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
木
菟
麻
呂
が
著
し
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』

の
稿
本
巻
末
の
識
語
か
ら
も
窺
え
る
。『
懐
徳
堂
紀
年
』
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「『
懐
徳
堂
紀
年
』
と
そ
の
成
立
過
程
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三

二
号
、
二
〇
〇
三
年
）、「『
秋
霧
記
』
に
記
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
紀
年
』
の

成
立
過
程
と
そ
の
献
上
」（『
国
語
教
育
論
叢
』第
一
六
号
、二
〇
〇
七
年
）、

注
３
前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
』
参
照
。

（
12
）
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
四
月
一
七
日
付
の
『
秋
霧
記
』
に
は
、「
蓋

余
懐
徳
書
院
并
水
哉
館
ノ
遺
書
遺
物
ヲ
十
襲
珍
蔵
シ
テ
一
紀
年
堂
ヲ
存

セ
ン
為
ニ
心
ヲ
労
ス
ル
コ
ト
多
年
、
之
ニ
関
ス
ル
希
望
屡
改
変
ス
ル
所

ア
リ
シ
ガ
、
遂
ニ
之
ヲ
大
坂
ニ
置
キ
テ
史
蹟
ヲ
永
久
ニ
伝
ヘ
ザ
ル
ベ
カ

ラ
ザ
ル
ヲ
感
ジ
テ
、
頃
観
史
院
又
ハ
崇
芳
閣
ナ
ド
名
ク
ベ
キ
一
市
宝
陳

列
所
ヲ
興
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
至
リ
シ
」と
あ
る
。ま
た
同
年
五
月
一
〇
日
、

木
菟
麻
呂
は
本
尾
敬
三
郎
を
訪
問
し
て
「
甃
庵
・
竹
山
・
蕉
園
三
先
生

年
回
ノ
事
并
大
阪
ニ
市
宝
陳
列
館
ヲ
建
立
ス
ル
事
ノ
意
見
ヲ
開
陳
シ
テ
、

其
賛
同
ヲ
求
」
め
て
い
る
。

（
13
）
岩
橋
小
彌
太
は
、『
国
学
院
雑
誌
』
第
一
四
巻
第
一
〇
号
（
明
治
四
一

年
〔
一
九
〇
八
〕
一
〇
月
）
～
第
一
二
号
（
同
年
一
二
月
）
に
「
懐
徳

堂
書
院
」を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
木
菟
麻
呂
は
、明
治
四
一
年（
一

九
〇
八
）
一
一
月
二
七
日
付
『
秋
霧
記
』
に
、「
大
阪
市
史
編
纂
係
ノ
岩

崎マ
マ

小
弥
太
氏
」
が
「
大
略
懐
徳
堂
記
録
ニ
依
リ
テ
記
」
し
た
文
章
を
発

表
し
た
が
、「
竹
山
履
軒
二
先
生
ノ
事
跡
略
ニ
過
キ
テ
其
重
キ
ヲ
録
セ
ズ
。

且
其
真
相
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
シ
テ
妄
評
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ハ
（
二
字
不
明
）
ト
云

フ
ベ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、こ
こ
で
木
菟
麻
呂
が
「
懐
徳
堂
記
録
」

と
称
し
て
い
る
の
は
、
前
述
し
た
明
治
三
五
年
に
木
菟
麻
呂
が
幸
田
に

提
供
し
た
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）『
拝
恩
志
喜
』
は
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
・
新
田
文

庫
に
は
収
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
木
菟
麻
呂
が
所
蔵
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。『
拝
恩
志
喜
』
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦

弘「
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
と
懐
徳
堂
︱
並
河
寒
泉
の「
攘
夷
」」（『
国

語
教
育
論
叢
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
幕
末
の
漢
文
力
︱
ロ

シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
と
懐
徳
堂
」（
中
野
三
敏
・
楠
元
六
男
編
『
江
戸

の
漢
文
脈
文
化
』〔
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
〕
所
収
）
参
照
。
な
お
、『
懐

徳
堂
記
録
拾
遺
』
は
、
木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
編
集
と
並
行

し
て
編
集
し
た
も
の
で
、
木
菟
麻
呂
の
所
蔵
し
て
い
た
和
文
の
懐
徳
堂

関
連
資
料
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
15
）
注
３
前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
』
参
照
。

（
16
）
後
述
す
る
よ
う
に
、編
纂
所
本
は
『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』・『
拝
恩
志
喜
』

と
合
冊
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
表
紙
に
は
「
懐
徳
堂
纂
録　

外
一
件
」

と
記
さ
れ
た
題
簽
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
寸
法
は
縦
二
五
・
五
㎝
、

横
一
七
・
八
㎝
で
あ
る
。
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（
17
）
紙
片
に
は
、「
品
名
」・「
所
属
郡
市
区
町
村
名
」・「
出
品
番
号
」・「
台

帳
番
号
」・「
出
品
者
住
所
氏
名
」
の
欄
が
あ
る
が
、
編
纂
所
本
を
含
む

合
冊
の
紙
片
に
は
、「
出
品
番
号
」
に
「
八
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。

（
18
）「
先
君
子
貽
範
先
生
行
状
」
の
冒
頭
部
分
の
一
部
に
は
、
句
点
が
認
め

ら
れ
る
。

（
19
）
編
纂
所
本
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
新
田
文
庫
本
の
修
正
の
中
に
は
、

第
三
〇
葉
表
第
一
行
の
「
寺
」
字
の
挿
入
の
指
示
が
あ
る
が
、
こ
の
修

正
に
つ
い
て
は
、
編
纂
所
本
の
書
写
の
際
に
見
落
と
さ
れ
た
と
も
、
或

い
は
こ
の
修
正
が
編
纂
所
本
の
書
写
が
行
わ
れ
た
後
に
加
え
ら
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）『
秋
霧
記
』
に
よ
る
。
注
３
前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
』
参
照
。

（
21
）『
大
阪
市
史
』
巻
五
刊
行
に
際
し
て
幸
田
は
、
木
菟
麻
呂
に
重
ね
て
資

料
の
提
供
を
依
頼
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
一
月
三
〇
日
付
『
秋
霧
記
』
に
、
こ
の
日
幸
田
か
ら
の
手
紙

が
届
い
た
こ
と
、そ
し
て
幸
田
が
「
大
阪
市
史
、今
正
ニ
印
刷
中
ニ
ア
リ
。

其
附
録
中
ニ
懐
徳
堂
建
立
記
録
・
懐
徳
堂
定
約
・
同
定
約
附
記
ノ
三
巻

ヲ
登
録
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
ヨ
リ
、
先
ニ
謄
写
シ
タ
ル
一
本
ア
レ
ド
モ
、

更
ニ
脱
誤
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
為
ニ
原
本
ヲ
借
用
シ
タ
シ
ト
ノ
事
ヲ
依
頼
セ

ラ
ル
」
と
あ
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
幸
田
は
懐
徳
堂
記
念
祭
挙

行
の
前
月
に
当
た
る
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
九
月
に
、
私
財
を
投

じ
て
『
懐
徳
堂
旧
記
』
五
百
部
を
秀
英
舎
か
ら
刊
行
し
た
。『
懐
徳
堂
旧

記
』
に
は
、『
大
阪
市
史
』
巻
五
か
ら
復
刻
さ
れ
た
「
中
井
竹
山
先
生
肖

像
」（
並
河
総
次
郎
所
蔵
）・「
懐
徳
堂
定
約
」（
森
本
専
助
所
蔵
）・「
中

井
履
軒
先
生
肖
像
」（
中
井
木
菟
麻
呂
所
蔵
）・「
学
問
所
建
立
記
録
」

（
同
）・「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」（
同
）、
及
び
木
菟
麻
呂
の
執
筆
し
た
「
中

井
氏
系
譜
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
懐
徳
堂
に
対

す
る
幸
田
の
評
価
の
高
さ
が
窺
え
る
。

（
22
）
明
治
四
三
年
一
一
月
に
印
刷
さ
れ
た
大
阪
人
文
会
の
名
簿
『
大
阪
人

文
会
員
名
簿
』、
及
び
懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
報
告
書
で
あ
る
「
懐
徳
堂

記
念
会
会
務
報
告
」
中
の
会
員
名
簿
に
は
、
幸
田
の
名
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
注
３
前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
』
参
照
。

（
23
）
注
９
前
掲
の
「
幸
田
成
友
著
作
目
録
」
参
照
。
ま
た
、明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
一
月
三
〇
日
付
『
秋
霧
記
』
に
、「
幸
田
成
友
氏
ノ
書
到
ル
。

氏
ハ
旧
冬
ヨ
リ
帰
京
シ
テ
麻
布
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｂ
「
懐
徳
堂
の
総
合

的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
竹
田
健
二
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
東
ア
ジ

ア
文
化
交
渉
学
会
第
六
回
年
次
大
会（
二
〇
一
四
年
五
月
八
・
九
日
、中
国
・

復
旦
大
学
）
に
お
け
る
発
表
原
稿
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
大
阪
市
史
編
纂
所
の
所
蔵
す
る
『
懐
徳
堂
纂
録
』
の
実
見
・
調
査
に

際
し
て
は
、
大
阪
市
史
編
纂
所
に
格
別
の
御
配
慮
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し

て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

（ 32 ）


